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11．その他中心市街地の活性化のために必要な事項 

［1］基本計画に掲げる事業等の推進上の留意事項 

 

個別事業に関連した実践的・試行的な活動の内容・結果等 

 

［花園町通り都市改変社会実験］ 

 松山市では、少子高齢化など、これからの社会環境の変化に対応した「コンパクトで質

の高いまちづくり」を目指している。その一環として、中心市街地での安全・快適な歩行

空間の形成や賑わい・憩いの空間の創出など、誰もが暮らしやすい都市づくりを目的

に、花園町通りにおいて、車線を減らし、歩道を拡大する交通社会実験と、 広がった歩

道空間を活用した賑わい・憩いの空間づくり社会実験を実施した。 

【実験期間】 

平成 24 年 10 月 25 日(木曜日)12 時から 11 月 4 日(日曜日)14 時まで 

【実験区間】 

花園町通りと千舟町通りとの交差点から南堀端との交差点まで（250m の区間） 

【実験内容】  

現在の片側2車線の車道を1車線化し、歩道空間を拡大した。また、自転車専用レ

ーンを設置した。更に、広げた歩道空間内では、地元を中心に各種催し物を実施し

たり、芝生・花を設置するなど、賑わい・憩いの空間を創出した。 

 

  
（社会実験断面図） 

 

 

（社会実験平面図） 
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社会実験において、自動車、自転車、歩行者の通行台数、通行者数調査に加え、地

元約 400 人の地権者や通行者・来街者に対するアンケートを行った。地権者からは 132 

人、通行者・来街者からは 463 人から回答いただいた。 

アンケートの結果では、来街者の 80% 以上が今回の都市改変に賛成しているもの

の、地権者、特に東側の沿道住民は賛成と反対が分かれる結果となった。 

既存の都市空間の改変は、沿道住民のライフスタイルが確立されているため、合意形

成が非常に難しい面がある。今後も、面的に都市改変を進めていくが、社会実験を実施

しながら、時間をかけて丁寧な説明を行いつつ合意形成を図っていく。 

 

［２］都市計画との調和等 

 

1.第 6 次松山市総合計画 

  ［３］中心市街地要件に適合していることの説明、第３号要件の３）参照。 

 

2.松山市都市計画マスタープラン 

  ［３］中心市街地要件に適合していることの説明、第 1３号要件の４）参照。 

 

 

［3］その他の事項 

   

■ 環境モデル都市 

松山市は、平成 25 年 3 月に温室効果ガスの大幅な削減など低炭素社会の実現に向

け、高い目標を掲げて先駆け的な取組にチャレンジする「環境モデル都市」に選定され

ました。 

 

環境と経済の両立を目指して「誇れる環境モデル都市まつやま」 

国内屈指の豊富な日射量（過去５年間の平均日照時間は約２０９０時間）を地域特性

とし、太陽エネルギーをより有効に脱温暖化と産業創出に活かす「松山サンシャインプロ

ジェクト」が特徴。「再生可能エネルギー」「ライフスタイル」「事業活動」「脱自動車依存型

コンパクトシティ」「豊かな自然環境」「環境学習」の６つの基本施策により、持続可能な低

炭素社会の構築を目指す。 

［取組み方針］ 

 1．松山サンシャインプロジェクトの推進 

 2．スマートコミュニティの推進 

 3．コンパクトシティの推進 

 4．地域循環システムの推進 


